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研究成果の概要（和文）：東日本大震災被災地で被災者を対象に、口腔乾燥ならびに味覚障害に関する疫学調査
を行った。口腔乾燥については総唾液分泌量測定と小唾液腺唾液分泌量を、味覚障害については５基本味の味質
認知閾値を測定し、東日本大震災による精神的ストレスを、POMSを用いて評価した。その結果、精神的ストレス
が大きいほど、総唾液分泌量測定または小唾液腺唾液分泌量は低下し味質感受閾値は上昇し、精神的ストレスと
口腔乾燥、味覚障害に関連がみられた。

研究成果の概要（英文）：We conducted epidemiological survey about oral dryness and taste disorder on
 victims of Great East Japan Earthquake. As for oral dryness, whole salivation volume and minor 
gland secretion were measured. As for taste disorder, recognition thresholds of five basic tastes 
were respectively measured. Mental stress caused by Great East Japan Earthquake was evaluated by 
POMS (Profile of Mood States) on each victim.
This study showed that the greater mental stress decreased whole salivation and/or minor salivary 
gland secretion, and rose the recognition thresholds of five basic tastes. Our findings suggested 
that there was association between the mental stress of Great East Japan Earthquake, and oral 
dryness and/or taste disorder.

研究分野： 口腔診断学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　東北大学病院には、東日本大震災後に口腔乾燥および味覚障害に起因する全身状態の悪化を訴える高齢者が訪
れている。しかしながら、震災ストレスとの関連は不明だった。震災後長期ストレスと口腔乾燥および味覚障害
発症の関連があることを明らかにした本研究成果は、震災後の高齢者に多発する「全身状態の悪化」を予防・治
療ための新たな戦略として、災害医療への提言につながる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 東日本大震災の復興遅延は、被災者に新たな健康被害を生じている。研究開始当初、

東北大学病院には、震災後の長期ストレスによる口腔乾燥および味覚障害に起因する全身状

態の悪化や生き甲斐の喪失を訴える高齢者患者が数多く訪れていた。しかしながら、震災ス

トレスが、口腔乾燥や味覚障害を介して高齢者の健康を害する危険性は認識されていなかっ

た。 

 
２．研究の目的 

 本研究は、震災後の高齢者に多発する「全身状態の悪化や生き甲斐の喪失」の原因の一つと

して口腔乾燥および味覚障害に着目し、震災後長期ストレスと口腔乾燥および味覚障害発症の

関連を明らかにすることを目的とする。さらに、震災ストレスに因る口腔乾燥および味覚障害

の発症の関連を明らかにすることによって、被災者における口腔疾患（口腔乾燥と味覚障害）

の早期発見と早期治療の必要性という新しい認識を、災害医療に新たに加え、被災者の救済に

役立てることを目的とする。 
 
３．研究の方法 

 口腔乾燥および味覚障害の自覚症状の測定は visual analogue scale を用いて行った。口腔乾燥

については、総唾液分泌量測定、ならびに、新たに開発した濾紙法を用いた、小唾液腺唾液分

泌量測定を行った。また、味覚障害については、既存のテーストディスク法ならびに当科で開

発したうま味感受性検査によって味質感受閾値を測定した。東日本大震災による精神的ストレ

スは、被災者毎に POMS(Profile of Mood States)を用いて評価した。 

 

４．研究成果 

 研究対象は、東日本大震災被災地での被災者とした。東日本大震災による精神的ストレスは

POMS を用いて評価し、口腔乾燥については総唾液分泌量、小唾液腺唾液分泌量を測定し、味覚

障害について５基本味質の感受閾値を測定した。その結果、精神的ストレスの程度が大きいほ

ど、総唾液分泌量ならびに小唾液腺唾液分泌量は低下し、味質感受閾値は上昇し、精神的スト

レスと口腔乾燥ならびに味覚障害との間に関連が認められた。 
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